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福祉と教育の融合のためのコーディネートのありかた 

文部科学省 亀田徹視学官 挨拶 

 

 2月 28日(土)川崎市教

育会館に於いて平成 26

年度文部科学省委託研究

報告会が開催された。 

 この研究報告会は平成

17年度から毎年実施され

9 回目を迎えた。研究主

題は「不登校及びいじめ

をはじめとする問題行動

等への対応」とし副題に

「福祉と教育の融合のた

めのコーディネートのあ

りかた」とした。本間千

尋相談担当より研究経

過、片山田鶴子副理事長

より研究の内容、石原由

美子研究主任より事例と

成果と課題が報告され

た。190 名を超える参会

者による熱気ある報告会

であった。 

永延相談担当進行の全体会 

参加者の声から 福祉と教育

の融合は世

界のこども

支援の常識

と 思 い ま

す。【OB】 

こどもへの手厚いサポ

ートの方法は現役では

わからない面があり助

かりました。【現役】 

小さい問題にも目を

向け、大きい問題に

ならないように大人

全体で子どもたちを

見守りたいと思いま

した。【保護者】 

福祉と教育の垣根

を低くし、いろい

ろなソースを活用

し、こどもを世に

出していく土台を

つくりたい。 

【関係機関】 

学校現場の多忙感

は私共も感じます。

フォローが足りな

い部分を NPO がや

っていることに感

銘しました。 

【保護者】 
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 日  曜   
     

 ３ 火 (旭)こども支援室定例会議１０：００ 

(青)卓球（南）安全点検 

(青)子ども運営会議 

 ４ 水 研究推進委員会１０：００ 

ふれあい活動打合せ１４：００ 

５ 木  (旭)お茶 

 ７ 土 第3回理事会（14時教育会館） 

８ 日  

９ 月  

１０ 火 総合教育センタ関連事業打ち合わせ 

宮田進顧問叙勲を祝う会（とどろき） 

（青）ＫＹＷＣ、（旭）読み聞かせ 

１１ 水 （山）こども探検クラブ発表会(１５：３０) 

（旭）卒業と進級を祝う会） 

（定通分割選抜）県公立高校学力検査・面接 

１２ 木 大山街道経営委員会(15時生涯学習プラザ) 

第3回初任者研修指導員研修会（18時）  

１３ 金 役員会（14時教育会館） 

（南）子育てサロン・地域報告会 

１４ 土 （旭）保護者会13時 30分 

（青）エコチャレンジクラブ⑩ 

１５ 日 (青)第19回フェスタ・エコチャレンジ⑪ 

（青）子ども運営会議⑩ 

１６ 月 理科活動打ち合わせ（14時教育会館） 

１７ 火 （青）卓球・お話会  

（旭）子ども支援室会議⑤ 

１８ 水 （定通分割選抜）県公立高校合格発表 

学習・相談部会１０：００宮ノ下 

青少年の家経営会議・プラザ（13時30分） 

２０ 金 サポーター説明会14時教育会館 

２２ 日）  （青）エコチャレンジクラブ⑫ 

２３ 月 （旭）COOKING ・卒業と進級を祝う会 

２４ 火 （青）卓球 

２５ 水 （青）ＫＹＷＣ  

（南）読み聞かせ・卒業と進級を祝う会 

サポーター説明会14時教育会館 

学習支援説明会16時教育会館 

２６ 木 （青）よちよちあるきの子集まれ④ 

   パネルシアター 

・文科省フリースクール等に関する検討会議 

２７ 金 事務局長・次長会議／事務局会 

２８ 土 所員会１５：００，お疲れ様会 

２７年 ３月 の 行 事 予 定 

編集後記 

 

 

 

たこ焼きづくりの名人

だったとは ! 柴田壽直

先生が大活躍 

 

むにゃむにゃGOOD! 

子どもたちがつくった

お好み焼きに舌鼓の理

事長  

最終回 ふれあい体験活動  

IN 青少年の家 

「ノー・ワン・チャット」（南

百合ヶ丘小親父の会）による

ミニコンサートでお楽しみ 

年間5回の「ふれあい体験活動」最終回が2月14日(土)

青少年の家で開催された。来年の希望を子どもたちに聞い

た。なにやらお金がかかりそうな希望が多かったようだ。 

資金のやりくりでご苦労をかける柴田先生ほかスタッフ

の皆さんの企画運営に感謝したい。 

 文部科学省委託研究報告会が終了した。早くも次年度の委託申請が話題となっている。 

平成17年度からの継続研究であるが（23年度を除く）「この研究が私たちを育ててくれた」「委託研究によってサポートセ

ンターの知名度が上がった」などの声がきこえてくる。研究推進委員のご苦労は肌で感ずることが多々あるが、これを支える

所員の力がエネルギーとなっている。「継続は力なり」と感じた研究報告会反省会のであった。 


